
日本技術士会北海道本部 食産業研究会 

 

第２回 定例会（食の現地見学会）のご案内 

北海道も例年にない残暑でしたが、ここ数日は気温も落ち着き、ようやく秋らしくなってきました。 

食産業研究会の前身の地域産業研究会より、お付き合いのある寿都町は、食に関して豊かな資源を有し、水産・

水産加工、農業、観光など、特筆すべきものがあります。 一方で、更なる発展と未来を支えるために、課題へ

の対応や新たな取り組みが必要になっているようです。 

つきましては、食について考える第 2回定例会（食の現地見学会）を以下の内容で企画しました。 

参加希望の方からの連絡をお待ちしております。 

 
記 

 
１．開催日時  平成 24 年 10 月 19 日（金）～20 日（土） 

 

２．見 学 先  寿都郡寿都町 

 

３．行  程  （１）食の現地調査 

          １）食の未来を支える現場：寿都漁港の整備計画、磯焼け対策など 

          ２）食の加工と販売の現場：水産加工場、冷蔵庫、直売施設など 

          ３）食を通じた交流の現場：コミュニティーレストラン「風のごはんや」など 

４）地域の食を紹介する現場：道の駅「みなとまーれ寿都」など 

        （２）食の討論会：会場未定 

         ※水産業、水産加工業、農業、流通、販売、観光、交流、暮らしなどに関する自由な

意見交換を予定しています。 

１）寿都の食産業の現状 

２）寿都の食産業を取り巻く環境 

３）寿都の食産業の課題 

          ４）寿都の食産業への期待 

          ５）技術士の今後の関わり 

        （３）食の情報交換会：会場：大谷会館（宿泊場所となります） 

          １）寿都の季節の味、家庭の味、特産品の味覚体験 

          ２）意見交換会の継続談議 など 

 

４．参加者：寿都町民（役場関係者を含む）、技術士・技術士補 

※その他、参加希望者がいらっしゃいましたら別途、受付ます 

 

５．参 加 費  12,000 円程度（２食付の宿泊費） 

※交通費は含みませんが、乗り合わせによる参加が可能です。 

※参加申し込み時に相談ください。 

※日帰り参加も可能です。交通手段などは別途、調整となります。 

 

６．申し込み先：メール又はＦＡＸにて、次頁の申込用紙を記入の上、 

「食産業研究会 小林 一弥（株式会社ドーコン・農業部）まで、申し込みください。」 

 



日本技術士会北海道本部 食産業研究会 

申込用紙の送付先：株式会社ドーコン農業部 小林一弥 

メール： 

ＦＡＸ：011-801-1580 

電 話：011-801-1581 

 

 

第２回 定例会（食の現地見学会） 参加申込用紙 

 

 

平成 24 年 10 月 19 日～20 日に開催される「第２回定例会（食の現地見学会）」に参加します。 

 

( ふりがな ) 

お 名 前 

(                                 ) 

 
生年月日   年  月  日 

所   属 

（勤務先など） 
 

連 絡 先 
メールアドレス： 

電話番号： 

申し込み内容 

（いずれかに○） 

①日帰りで参加：（１）食の現地調査、（２）食の討論会に参加 

②１  泊で参加：（１）食の現地調査、（２）食の討論会、（３）食の情報交換会 

         の全てに参加 

移動手段 

①自家用車で参加 

②他の参加者との乗り合わせで参加 

③その他の手段で参加（                    ） 

備  考 

※連絡事項などあれば記入ください 
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